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ABEST21 認証評価ニュース－4  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

2007 年度受審校の「自己点検評価報告（Self-Evaluation Report）」の作成・提出が迫ってきま

した。提出されました「自己点検評価報告」は、11 月 18 日に海外の委員が多く出席する国際的

な「専門審査委員会(Pre-Accreditation Committee)」が開催され、その委員会で自己点検評価報告

の実質的な審査を行う「専門審査小委員会(Peer Review Teams)」が組織されます。専門審査小委

員会では「自己点検評価報告」の書面審査と書面審査で確認できなかった事項等を中心とした現

地での関係者との面接を行う実地審査が行われます。この専門審査小委員会は３名の審査委員か

ら構成され、受審校の認証評価に対する審査結果の原案を作成する役割を担っています。認証評

価はステークホルダーに価値を付与するものでなければなりません。例えば、受審校に入学を希

望する出願者にとって通学によって自己の能力･学力が向上されていくものであるかどうか、また、

受審校の学生を職場に採用することによって企業価値の創造に貢献しうる人材であるかどうか、

これらはすべてステークホルダーの関心事であり、受審校の教育研究環境の質に依存していると

いっても過言ではありません。受審校の「教育研究上の目的」は異なります。受審校の「教育研

究上の目的」を実現していく教育研究環境の質の持続的な改善に資する評価を行うことこそが認

証評価の本質ではないでしょうか。ただ、一定の尺度で認証評価基準を満たしているかどうかだ

けを評価することも大事ですが、ABEST21 は、認証評価によって受審校にどのような価値を付与

できるのか、それを考えています。（伊藤文雄） 

  

ABEST21 日本経営委員会報告 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

ABEST21 は、日本の固有の問題を処理するために ABEST21 日本経営委員会を設けています。

構成は 7 名で、委員は下記の方々です。 

委員長：椿広計氏（筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授） 

（企業委員） 

小川一夫氏（東芝総合人材株式会社代表取締役社長） 

保々雅世氏（日本オラクル株式会社、常務執行役員、ｵﾗｸﾙﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ本部長） 

中井 誠氏（日産自動車株式会社人事部採用・異動グループ、採用・異動担当部長） 

（大学委員） 

斎藤孝一氏（南山大学経営学部教授、経営研究センター長） 

前田 昇氏（青山学院大学大学院国際マネジメント研究科教授） 



この委員会は定期的な月例会議を開催しています。去る 10 月 24 日（金）開催の 10 月会議で

は、ABEST21 が「ビジネススクールの教育に対する企業の期待」についての国際調査の結果を踏

まえて、調査協力 7 カ国の調査結果の分析を進め、独自の国際比較の分析をしていくことになり

ました。来年 3 月の国際シンポジウムでその結果を発表する予定です。 

  

ABEST21 Research Project-2(企業ニーズ)-中国 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

平成 19(2007)年度の文部科学省の「認証評価に関する調査研究」の委託事業において行ってき

た「多元・多様な事例の集積・提供と国際的な認証評価システムの構築」の一環として「ビジネ

ススクールの教育に対する企業の期待」の国際アンケート調査を実施した。この国際アンケート

調査は 7 カ国（日本、韓国、中国、ロシア、マレーシア、タイ、メキシコ）の ABEST21 会員校

で実施した。 

この調査結果の国際比較の報告は、先ず、日本の調査回答に協力してくれた 50 社を対象に 2008

年 9 月 4 日（木）に行われた。次に、調査に協力した 7 カ国の会員校を対象にした報告会を 2008

年 11 月 17 日（月）に行い、そして国際比較の国際シンポジウムを 2009 年 3 月 24 日（火）に開

催することを予定している。メールマガジンでは、各国の調査結果の特徴の一斑を毎号に紹介し

ていく。 

中国での調査は上海の復旦大学管理学院が担当した。調査票は 300 社に送られ 110 社からの回答

を得たが、有効な回答は105社で有効回答率は35.0％であった。回答企業の業種は製造業が23%、

金融業が 21%、コンサルティング・ビジネスサービス業が 15%、その他が 41%であった。中国

での MBA 教育は 1991 年に 9 校でスタートした。その後発展の一途をたどり、現在では 127 校に

増え学生数も 16,300 名を超えるまでに至っている。従って、企業の MBA 教育に対する期待は高

く、特に、リーダーシップやコミュニケーション・スキルに対する力量の修得に高い期待を持っ

ている。実際に、リーダーシップに対しては 81%の期待値が、また、コミュニケーション能力に

対しては 75%の期待値が示された。一方、他国の調査で高い期待値が示された経営戦略の戦略的

思考能力に対しては、「戦略」という用語が軍事的用語と理解されているためか、この力量に対

する回答が無いのは何故でしょうか？17 日の研究発表会で聞いてみたいところです。（伊藤文雄） 

  

AACSB Business Accreditation Seminar への出席 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

AACSB Business Accreditation Seminar が、2008 年 11 月 10-11 日、シンガポールで開催され

ます。この度、ABEST21 理事長は AACSB の Jerry E. Trapnell 氏(Executive Vice President of Chief 

Accreditation Officer)より会議に招待されましたので出席します。会議の主な議題は、下記の通り

です。 



・AACSB 認証評価基準の概観 

・認証評価プロセス 

・Peer Review Teams の審査基準 

・マネジメント教育に対する質向上 

ABEST21 はこれを機会に AACSB との連携を深めていく所存です。 


